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１ 小倉南区について 
 

（１）小倉南区の紹介 

 

【概況】 

本市最大の面積を持つ小倉南区は、日本有数のカルスト台地で天然記念物の平

尾台をはじめ、カブトガニ等の希少生物が多く生息する曽根干潟など、多彩で豊

富な自然に恵まれています。農林水産業も盛んで、全国的に有名な合馬たけのこ

をはじめ、大葉春菊、小倉牛、豊前海一粒かきなど多彩な特産品も魅力的です。 

地域の歴史は古く、古墳などの史跡が多く残されており、楽や神楽、盆踊、神

幸行事には無形民俗文化財に指定されているものも多く、地域において大切に受

け継がれています。 

一方で、昭和６０年１月の北九州モノレール開業をはじめ、幹線道路の整備な

ど交通網が拡充されたことで大規模宅地開発が進み、人ロは市内で２番目、平均

年齢は最も若い区となっています。 

近年では、北部九州が自動車産業の拠点として発展する中で、区内の北九州臨

空産業団地や北九州空港跡地産業団地等において自動車関連企業の立地が進んで

います。また、東九州自動車道の開通（北九州～宮崎）や北九州空港での韓国や

中国への国際貨物定期便運航など、都市交通機能が一層充実してきています。 

令和５年９月には曽根東臨海スポーツ公園が全面供用開始し、ソラランド平尾

台（平尾台自然の郷）での施設の充実など区の新たな魅力も増しています。また

北九州空港の滑走路延伸（3,000m化）が令和９年８月運用開始に向け着工（令和

５年１２月）し、更なる需要の拡大が見込まれています。 

このように、小倉南区は豊かな自然と伝統が息づくまちであるとともに、新し

い産業の立地が進むなど、自然・伝統・産業が調和したまちとして、今後ますま

す発展が期待されています。 

 

 

 

 

 

 

                                          

 

 

 

 

 

 

                              

横代神楽 合馬の竹林 平尾台 

曽根の神幸神事 北九州モノレール 北九州空港 
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【成り立ち】 

 

昭和４９年（１９７４年）４月１日、小倉区が南北に分かれて「小倉南区」が

誕生しました。令和６年４月１日には、区制５０周年を迎えました。 

 

昭和12年9月 1日 企救町が小倉市と合併 

昭和16年4月 1日 西谷村と中谷村が小倉市と合併 

昭和17年5月15日 曽根町が小倉市と合併 

昭和23年9月10日 東谷村が小倉市と合併 

昭和38年2月10日 五市が合併し、北九州市となる 

昭和38年4月 1日 北九州市が政令指定都市となり区制施行（小倉区） 

昭和49年4月 1日 小倉区が小倉北区と小倉南区に分区し、小倉南区が誕生 
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(２)北九州市の基本構想・基本計画（新ビジョン） 

 

◆策定：令和６年３月策定 
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（３）小倉南区のまちづくり（北九州市基本計画より抜粋） 

 

都市機能や住環境、歴史、文化、自然、食、地域コミュニティなど、小倉南区が持 

つ地域資源を生かし、磨き上げることで、個性が輝く、魅力あるまちづくりを進め 

ていきます。さらに、区域を越えた地域間の連携を図りながら、基本構想・基本計画 

で掲げた主要政策の実現により、小倉南区及び北九州市全体の魅力向上と活性化に 

つなげていきます。 

小倉南区は、市内で人口が２番目に多く、最も面積が大きな区です。山、川、海の

多彩な自然と田園が広がり、農林水産業が盛んな一方で、自動車関連産業をはじめと

した各種企業が立地しています。また、利便性の高い交通網を背景に物流拠点として

の重要性も高まっています。 

北九州空港をはじめ、鉄道やモノレール、高速道路などの社会インフラが充実して

おり、沿線には良好な住宅地が広がっています。 

① まちづくりの方向性 

〇豊かな自然を生かし、四季折々の景観や地域の歴史や文化を感じながら行うウ

ォーキングなどにより、健康づくりや居場所づくりを推進し、元気でいきいきと

した生活が楽しめるまちをつくります。 

〇平尾台や曽根干潟などの自然を生かし、希少な体験ができる観光と学びの場の

形成を図ります。さらに地元の特産品や伝統、文化の魅力を加え、質の高い地域

ブランドを創出することにより、内外のファンを増やし、交流人口や関係人口の

増加及び観光の振興を図ります。 

〇各地域の祭りやイベントを通じて、世代を超えて人と人が「つながろう」という

想いを力に変えるとともに、二地域居住の促進などにより、関係人口を増やすこ

とで、地域課題の解決を図り、ずっと住んでいたいと思えるまちをつくります。 

〇広域道路網の高い物流機能を生かし、物流業や製造業に係る企業の誘致に取り

組みます。また、北九州空港のゲートウェイ機能を生かし、「国内外との活発な

交流を支える空港」と「九州・西中国の物流拠点空港」の実現に向けた取組を推

進します。 

② 地域資源・ポテンシャル 

ア 産業 

九州縦貫自動車道や東九州自動車道、北九州都市高速道路、国道１０号など、 

東西南北を結ぶ広域道路ネットワークの結節点となっており、その高い物流機 

能を背景に、臨空産業団地や北九州空港跡地産業団地などには、自動車産業 

関連企業が集積しています。 

現在、恒見朽網線などの整備により、さらなる物流機能の強化に向けた基盤  

づくりを進めています。 

北九州空港は、２４時間利用が可能な海上空港であり、将来活用可能な広大 

な土地を有しています。その特性を生かし、旅客便の誘致に加え、大型貨物機の
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長距離運航を可能とする滑走路の 3,000ｍ化など、物流拠点化に向けた取組が進

んでいます。 

イ 教育・地域 

北九州市立大学をはじめ、高度な技術を学ぶ九州職業能力開発大学校（九州 

   ポリテクカレッジ）や北九州工業高等専門学校など、多くの教育機関が集まっ 

ています。 

また、全国的にも珍しい一歩上をいく子育ての取組である「プレイセンター」 

をはじめ、子育てや健康づくりを通して人がつながり、人と地域が育つ素地が 

あります。 

ウ 歴史・文化 

曽根古墳群などの史跡が多く残されているほか、昔から農業が盛んな地域で 

あったことから、雨乞いや豊作祈願を芸能化した「楽（がく）」や神々に奉納す 

る神楽、盆踊り、神幸行事などの伝統行事が地域に受け継がれています。また、 

小倉南区の誕生とともに始まった「まつりみなみ」は、老若男女が楽しめるイベ 

ントとして大切な地域交流の場となっています。 

エ 観光・自然・食 

北九州国定公園に指定され、日本有数のカルスト台地として有名な平尾台で 

は、春の野焼き、新緑、秋のすすき野などの四季の変化に加え、鍾乳洞探検（ケ

イビング）やトレイルランニングなど、他では味わえないアクティビティを楽 

しむことができます。 

また、キャンプ場、アスレチックなどの施設を備えた「ソラランド平尾台」や

民泊施設などがあり、平尾台一帯は様々な体験ができる観光地として人気が高ま

っています。 

ほかにも、カブトガニや渡り鳥などの希少生物の宝庫である曽根干潟や合馬の

竹林、菅生の滝、長野緑地など、多様で豊かな自然に恵まれています。農林水産

業も盛んで、全国的に有名な「合馬たけのこ」をはじめ、「小倉牛」や「豊前海

一粒かき」などは、北九州市の特産品として人気を集めています。 
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２ 小倉南区の魅力向上と活性化につなげる主な施策・事務事業 
～３つの重点戦略と「成長と幸福の好循環」～ 

 

 
 

 

産学官民の連携により、陸・海・空のネットワークの構築や近隣自治体と

の連携などの「稼げる基盤」を強めていくとともに、若者や女性をはじめと

した多様な人材の就業や起業を後押しする「稼げる人」の育成を進めていき

ます。 

また、若者に魅力ある企業の誘致に加えて、民間主導による、企業の魅力

や生産性の向上、新規分野のビジネス展開などにより、「稼げる産業」を創

出していきます。 

こうした取組によって、都市の経済力を高めることで、「人も企業も潜在

力を開花できるまち」を目指していきます。 

 

令和７年度:主な事業・取組み 

１ 長野津田土地区画整理事業の推進 

長野・津田地区は、小倉東ＩＣに近接し、東九州自動車道が開通されたことに 

より、物流の拠点としてのポテンシャルが高まっています。本事業は、令和元年５

月に都市計画審議会の調査・審議を経て、令和２年３月に都市計画の決定及び事業

の認可がなされ、令和２年度より造成工事に着手しています。 

【概要】 

  施行者  ：長野津田土地区画整理組合 

  面積   ：約２７ヘクタール 

  地権者数 ：約１１４名（令和７年４月１日現在） 

  宅地整備 ：物流用地 約１３．１ヘクタール 

        沿道用地 約 ５．２ヘクタール 

住宅用地 約 １．９ヘクタール 

        その他  約 ６．８ヘクタール 

  施行期間 ：令和元年度から令和８年度まで 

 問い合わせ：（区画整理事業に関すること） 

都市戦略局 事業推進課   ＴＥＬ：５８２－２４６９ 

（企業誘致に関すること） 

産業経済局 企業誘致課   ＴＥＬ：５８２－２０６５ 
 

 

 

Ⅰ「稼げるまち」の実現 

tel:５８２－２０６５
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２ 北九州空港の利用促進 

北九州空港では、滑走路 3,000m化（令和９年８月末供用）やエプロンの拡充整

備、国際旅客便の再開、国内貨物定期便の就航など、未来に向けた大きな動きが

加速しています。 

こうした中、空港のポテンシャルと稼ぐ力を高め、より多くのヒトとモノを呼

び込むため、「空港アクセスの強化」「空港の魅力向上・機能強化」「路線の維持・

拡充」の取組みを推進しています。 

令和７年４月１日から、空港最寄りである朽網駅への特急停車がスタートし、

市内外からの利用促進に取り組むとともに、年間を通じたイベントの実施等によ

り空港の更なる魅力向上に取組みます。 

令和８年３月１６日には開港２０周年を迎えることから、更なる発展に向け、

北九州空港の利用促進に積極的に取り組みます。 

問い合わせ：港湾空港局 空港企画課 ＴＥＬ：５８２－２３０８ 

 

３ ＪＲ下曽根駅前（北口）の良好なまちづくり 

ＪＲ下曽根駅前の交通混雑の解消や交通結節点機能の強化を図るため、ＪＲ下曽

根駅前と黒原飛行場線を結ぶ幹線道路の拡張や、駅前広場とその周辺の整備を行

います。 

≪事業期間≫平成２５年度～令和９年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問い合わせ：都市整備局 街路課 ＴＥＬ：５８２－２１９１ 

 

 

 

 

（都）下曽根駅前線・曽根苅田線

下曽根駅前線 L=400m W=16m

曽根苅田線 L=447m W=20m

下曽根駅北口駅前広場

A=4,500m2

tel:５８２－２３０８
tel:５８２－２１９１
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４ 門司行橋線の渋滞緩和や空港等のアクセス向上を目的とした恒見朽網線 

（都市計画道路６号線）の整備  

門司行橋線や国道１０号の交通渋滞緩和を図

るとともに、周防灘周辺沿岸部の物流機能強化

や京築地域との連携強化、北九州空港へのアク

セスの利便性向上を図るため、恒見朽網線（都市

計画道路６号線）の整備を行います。 

そのうち曽根新田工区は、令和６年５月２１

日に供用開始しました。 

≪事業期間≫ 平成２２年度～令和１３年度 

問い合わせ：都市整備局 道路建設課 ＴＥＬ：５８２－２２７９ 

 

５ 曽根漁港整備事業 

 ○事業内容及び事業箇所 

曽根漁港は、近年、ノリ養殖やアサリ漁からカキ養殖業への転換が進んでおり、

大型船舶を係留する漁港が必要となったため、１．５ｋｍ沖合に漁港整備を行いま

した。 

現在、沖合の漁港まで、潮の干満に左右されず常時利用可能で、干潟の環境に配

慮した桟橋形式の道路（１,４５０ｍ）を整備中です。令和７年度は、昨年度に引

き続き、道路の整備を行います。 

≪事業期間≫平成２２年度～令和８年度（予定） 

〇事業費 

  道路：上部工 Ｌ＝43.5m、下部工 3基、土工 1式  120,000千円 

  （計画総事業費：3,734,948千円） 

〇事業スケジュール及び進捗状況等 

  Ｈ２２年度～Ｒ５年度 測量調査・設計、道路整備（約L=1,260m） 

Ｒ６年度 道路整備（上部工L=87m、土工 1式） 

Ｒ７年度 道路整備（上部工L=43.5m、下部工3基、土工 1式） 

Ｒ８年度 道路整備（上部工L=59.5m、土工1式） 

問い合わせ：産業経済局 水産課 漁港漁場整備係 ＴＥＬ：５８２－２０８６ 
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誰もが気軽にスポーツに親しめる環境づくりを進めるとともに、文化財や伝統的な祭 

 

民間投資を喚起しながら、魅力的な街並みや生活環境などの「彩りある空間」

の整備を進めるとともに、心身に潤いや活力を与える文化芸術やスポーツの振

興、観光地の魅力向上などにより、市内外の人々が「彩りある時」を体感できる

環境を整備していきます。 

また、多様で質の高い教育環境の充実により、子どもたちの個性を尊重し、将

来の可能性を引き出して「彩りある人」を育みます。 

こうした取組によって、自分らしさを大切にできる多様な選択肢をつくるこ

とで、まちへの「愛着」や「求心力」を高め、「輝く個性と楽しさがあふれるま

ち」を目指していきます。 

 

令和７年度:主な事業・取組み 

１ 文化・芸術活動、楽や神楽など伝統芸能の保存・継承活動の支援 

豊作や雨ごいを祈願する楽、神々に奉納する神楽など、今も変わらず脈々と地 

域に受け継がれている数々の祭りを後世に伝承していくため、ＰＲする機会を設

けるなど、保存・継承活動の支援に取り組みます。 

問い合わせ：小倉南区役所 コミュニティ支援課 イベント係 

ＴＥＬ：９５１－１０３７ 

 

２ 伝統行事や史跡・文化財などの記録動画「小倉みなみ物語」を活用した小倉南 

区の魅力発信 

平成２５年度から平成２９年度にかけて作成した小倉南区の伝統行事や史跡、文

化財等を記録した映像「小倉みなみ物語～歴史と文化のアーカイブ」地区・校区編、

総集編を動画共有サイトYouTubeで公開することにより、区内外に広く小倉南区の

魅力をＰＲします。 

 問い合わせ：小倉南区役所 総務企画課 戦略担当 ＴＥＬ：９５１－１０２４ 

 

３ 平尾台クロスカントリーの開催（平尾台クロ

スカントリー２０２６） 

市民のスポーツ振興と健康増進、平尾台のＰＲ

を目的として、平尾台の自然を活用した市民参加

型のイベント「平尾台クロスカントリー大会」を

令和８年３月（予定）に開催します。 

問い合わせ：小倉南区役所 コミュニティ支援課 

      イベント係 

ＴＥＬ：９５１－１０３７ 

 

Ⅱ 「彩りあるまち」の実現  

 開催の様子（令和６年度） 
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４ 自然環境体感ツアーの実施 

北九州市の自然を代表する曽根干潟は、日本有数のカブトガニ産卵地であり、

様々な生物が生息する場となっています。カブトガニの産卵観察や海岸清掃を行

う自然環境体感ツアーを通じて、市民が自然とふれあう機会を提供し、生物多様性

の重要性について気づき、大切にする価値観を醸成します。 

  問い合わせ：環境局 ネイチャーポジティブ推進課 ＴＥＬ:５８２－２２３９ 

 

５ 子どもの教育を支えるスクールヘルパーの充実 

保護者や地域の方々をスクールヘルパーとして学校に配置し、校内巡視や通学

路における安全確保などの安全対策、学校図書館の整備や運営支援、経験や特技

を活かした授業支援など、学校の教育活動の支援に取り組みます。 

  問い合わせ：教育委員会 次世代教育推進課 ＴＥＬ:５８２－３４４７ 

 

６ すまいる北九州 移住応援事業の実施 

○お試し暮らし（ホテル滞在費補助事業） 

移住の視察などで市内に滞在する際のホテル滞在費を補助します（要件あり）。 

○住むなら北九州 移住推進事業 

市外から移住する若者・子育て世帯などに対し、一定の要件を満たす街なかの

住宅を取得または賃貸する費用の一部を補助します（要件あり、契約前の申請が

必要）。 

○北九州市移住支援金事業 

東京圏、大阪圏、名古屋圏からの移住者を対象に、移住支援金を支給します（要

件あり、事前の相談が必要）。 

  問い合わせ：都市戦略局 住まい支援室 ＴＥＬ：５８２－２２８８ 

 

７ 地域総括補助金などを通じた区民主体のまちづくり活動の推進 

地域が一体となった地域づくりを促進するため、地域総括補助金を「まちづくり

協議会」に交付するとともに、地域活動の参考となる事例の紹介を行う「地域のち

から」報告会などを行います。 

【主な取組み】 

 ・まちづくり協議会の活動支援 

 ・市民センターの整備 

 ・校区まちづくり支援事業  など 

問い合わせ：総務市民局 地域振興課 ＴＥＬ：５８２－２１１１ 

 

 

 

tel:５８２－２１１１
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８ 地域の活性化につながる地域団体などのまちづくりを支援するステップアッ

プ事業の実施 

区民主体のまちづくりを推進するため、区民主体の地域の特性を活かした活動

や、地域の活性化につながるまちづくり活動等に対し、事業費の一部を補助します。 

問い合わせ：小倉南区役所 総務企画課 戦略担当 ＴＥＬ：２８０－７８３９ 

     

９ 地域が自主的に行う行事で必要な備品の貸し出しを通じた区民主体のまちづ

くり活動の推進（コミュニティ活動応援事業） 

区内のコミュニティ団体が自主的に行う行事・イベント等に対して、コミュニテ

ィグッズの貸し出しなどの支援を行います。 

問い合わせ：小倉南区役所 コミュニティ支援課 生涯学習係 

ＴＥＬ：９５１－４１１５ 

 

１０ 小倉南区中学生・地域交流スポーツ大会の開催（青少年健全育成事業） 

青少年の健全育成啓発活動の一環として、小

倉南区青少年育成会協議会が中心となって毎年

中学生のスポーツ大会を実施しています。令和

５・６年度は卓球大会を開催しました。令和７

年度も、種目や開催日時を協議会で決定の上、

実施します。 

  問い合わせ：小倉南区役所 コミュニティ支援課 生涯学習係 

  ＴＥＬ：９５１－４１１５ 

 

１１ 野焼きや花による景観美化などによる平尾台の魅力を高める事業の実施

（平尾台魅力アップ事業） 

   北九州を代表する観光地である平尾台の景観 

維持や害虫駆除、林野火災を防止するため、地 

元関係者や警察・消防等と連携を図り「野焼き」を支援す 

るとともに、集客増に向けた取組みを進めます。 

【主な取組み】 

  ・平尾台野焼き（令和８年２月実施予定） 

  ・平尾台地区に季節ごとの花を植えて景観美化 

  ・平尾台観光マップの配布 

  ・北九州・平尾台トレイルランニングレースの支援（令和７年４月実施） 

  問い合わせ：小倉南区役所 コミュニティ支援課 イベント係 

ＴＥＬ:９５１－１０３７ 

平尾台野焼き 



13 

 

 

１２ 区民の一体感を醸成する「まつりみなみ」の開催 

活力あるまちづくりの推進と区民の一体感の醸成を図る

ため各校区の特色を活かしたテント村や、１，０００人規模

の総踊り、打上花火などで賑わう「まつりみなみ」を開催し

ます。 

※令和７年度は、８月３０日（土）に開催予定 

   （予備日：８月３１日（日）） 

問い合わせ：小倉南区役所 コミュニティ支援課 イベント係  

ＴＥＬ：９５１－１０３７ 

 

１３ 空港沿線や駅周辺の景観向上を図る清掃活動の実施 

本市の玄関口である空港の沿線や駅周辺における美化・景観の向上を図るため、

市民・企業・行政が一体となった「北九州の玄関クリーンアップ協議会」が中心と

なり、一斉清掃活動を年３回（８月、１２月、３月）行っています。 

  問い合わせ：小倉南区役所コミュニティ支援課 イベント係  

  ＴＥＬ：９５１－１０３７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１４ 長野緑地における「市民参加による農業体験教室」の開催 

長野緑地では、「自然と人を育む、体験交流教室」を目指し、市民が農作業を通

じて自然環境について学習する「農業体験教室」を行っています。 

それにより公園計画地を有効活用するとともに、里山・里地としての農村景観の

維持を図ります。 

 問い合わせ：都市整備局 公園管理課 ＴＥＬ：５８２－２４６４ 

 

 

 

 

クリーンアップ一斉清掃 

フィナーレの花火 

tel:５８２－２４６４


14 

 

 

１５ ガシャモク保存活動の支援 

 ガシャモクは、小倉南区呼野にあるお糸池に自

生している水草です。環境省レッドリストに絶滅危

惧種として指定されており、自生しているのは、全

国で青森県つがる市と小倉南区の２か所のみです。 

 ≪ガシャモク保全活動状況≫ 

 〇平成１２年を境に生育状況が悪化し、保全を目 

  的とした活動を始める。 

〇ガシャモクの保全活動 

①ため池の水落とし・周辺樹木の伐採などの 

「伝統的な営み」の復活 

②生育地点の分布調査 

   ③団体間の協力・協働体制の確立 など 

  〇平成２３年にガシャモク再生の会や区役所など 

５団体で協議会設立 

  〇以後、定例調査の実施、小学校の総合的な学習 

   と関連して生育特性の解明を行っている。 

問い合わせ：小倉南区役所 コミュニティ支援課 イベント係  

ＴＥＬ:９５１－１０３７ 

 

１６ 小倉南区におけるニ地域居住等推進事業 

小倉南区の豊かな自然環境と人々の暮らしを魅力的な資源と位置づけ、地域住

民を始めとする関係者との学習会やモニターツアー等の実施を通して将来的な交

流・関係人口の増加を目指します。 
（二地域居住とは） 

主たる生活拠点の他に別（複数）の拠点を行き来しながら暮らす生活スタイルのこと。 

 【取組実績】 

東谷・両谷エリアでモニターツアーを実施（令和５年度）。 

古民家の利活用に関する学習会を開催（令和６年度）。 

 【令和７年度】 

  学習会とモニターツアーを開催（予定）。 

問い合わせ：小倉南区役所 コミュニティ支援課 コミュニティ担当係  

ＴＥＬ:９５１－０２０１ 

 

１７ 地域おこし協力隊による農村発イノベーション推進事業 

農村地域において「地域おこし協力隊」による地域おこし活動を実践し、地域

の課題解決と活性化を図る「農村発イノベーション」を行います。 

問い合わせ：産業経済局農 農林課 ＴＥＬ：５８２－２０７８ 

ガシャモク 

自生地（お糸池） 
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 防災や防犯のまちづくり、社会インフラの維持など「生活基盤の安 

心」を支えることをベースに、質の高い福祉や介護、医療などのサービ 

スが提供されるとともに、多様性を認め合いながら、地域のつながりを 

感じることができる「暮らしの安心」を支えていきます。 

   また、希望する人が安心して出産し、育児や子どもの成長を社会全体 

で支える「子どもや子育ての安心」を感じることができる環境を整備して 

いきます。 

  こうした取組によって、まちの「住みよさ」を高めることで、「誰も 

がつながるアットホームなまち」を目指していきます。 

 

令和７年度:主な事業・取組み 

 

１ 多様なニーズに合わせた保育サービスの提供 

仕事と子育ての両立支援を推進するため、多様なニーズに応えながら、こども

の健やかな成長を支援する保育サービスの充実を図ります。 

【主な取組み】 

・保育料の第２子以降無償化 

・特別保育事業（延長保育、一時保育、障害児保育など） 

・病児保育事業 

・保育サービスコンシェルジュ事業(各区役所に配置)など 

 問い合わせ：子ども家庭局 こども施設企画課 ＴＥＬ：５８２－２４１２ 

 

２ 子育て支援に関わる保健・栄養講座の開催と訪問事業の実施 

区役所の保健・健康相談コーナー及び子ども・家庭相談コーナーを子ども家庭

センターと位置づけ、妊娠期から子育て期までワンストップで相談を受け支援す

るとともに、子育ての孤立化を防ぎ、乳児の健全な育成環境の確保を図るため、

生後４か月までの乳児がいる全ての家庭を訪問し支援を行います。 

【主な取組み】 

・のびのび赤ちゃん訪問事業（各家庭への訪問） 

・妊産婦、乳幼児なんでも相談（各区市民センター等での開催） 

・離乳食、幼児食教室（小倉南生涯学習センターでの実施） 

・ウェルカムベビー教室、両親学級（小倉南生涯学習センターでの実施※）など 

※感染症拡大時や災害時でも妊娠・出産・育児の情報提供ができるよう、YouTube

動画の配信を行っています。 

問い合わせ：小倉南区役所 保健福祉課 地域保健係 ＴＥＬ：９５１－４１２５ 

 

Ⅲ 「安らぐまち」の実現  
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３ 乳幼児期からの食の大切さを伝える食育ステージの実施 

子どもの食については、基本的な生活習慣や

嗜好が確立する乳幼児期に、保護者等が「正し

い食習慣」や「食べ物の大切さ」等を理解する

ことが重要です。 

小倉南区では、子育て世代が多いことから、

乳幼児とその保護者を対象に育児サークル・フ

リースペースで栄養士による乳幼児期の食生活

についてのお話や、食生活改善推進員（ヘルスメイト）が手作りした布地の食育

媒体を活用して食育をわかりやすく説明する食育ステージなどを行い、生活習慣

改善につながる教室を開催します。 

問い合わせ：小倉南区役所 保健福祉課 地域保健係 ＴＥＬ：９５１－４１２５ 

 

 ４ 子ども食堂開設支援の実施 

地域や民間団体を主体とした子ども食堂の開設と運営をサポートするため、安

定運営に向けたバックアップ体制の構築や更なる開設機運の醸成を行います。ま

た、支援の輪を広げるため、「開設支援、運営補助」を行います。 

そのほか、子ども食堂へ相談対応や寄付分配などを充実させるため、子ども食

堂が継続的に活動できるようきめ細かなサポートに取り組んでいます。 

※子ども食堂では、温かい食事を提供するのみならず、学校の宿題や苦手な教科

の指導などの学習支援、食事づくりや後片付け、掃除、挨拶など基本的な生活習

慣支援などを行っています。 

【主な取組み】 

・子ども食堂ネットワーク北九州の運営（情報提供、意見交換、衛生管理研修等 

 行政団体等との対応、ボランティア・寄付金等の募集の実施) 

・北九州市子ども食堂開設等支援事業補助金（施設整備、食材費、保険料等) 

【小倉南区での開設状況】（ ）内は開設場所、開始年月 

・城野校区 （城野市民センター、平成３０年７月） 

・広徳校区 （上南方集会所、令和元年５月） 

・若園校区 （若園市民センター、令和３年１月） 

・企救丘校区（企救丘市民センター、令和４年４月） 

・徳力校区 （児童福祉施設、令和５年１０月） 

・貫校区  （洗心保育園、令和６年４月） 

・北方校区 （北方市民センター、令和６年１０月） 

・曽根校区 （潤崎団地集会所、令和６年１２月） 

・葛原校区 （葛原市民センター、令和７年４月） 

問い合わせ：子ども家庭局 こども若者成育課 ＴＥＬ：５８２－２４７３ 

食育ステージ 
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５ ひとり親家庭などの自立支援（資格取得のための職業訓練促進） 

ひとり親家庭の経済的な自立を支援するため、資格取得のために支給している

「高等職業訓練促進給付金」、受講料の一部を助成する「自立支援教育訓練給付

金」に加えて、市独自の給付金の支給を行っています。 

  問い合わせ：小倉南区役所 保健福祉課 子ども・家庭相談コーナー  

ＴＥＬ：９５１－０１１５ 

 

６ 中学生向け講演会（社会を明るくする運動） 

青少年犯罪の多発、多様化が大きな社会問

題になっていることを踏まえ、対象を中学生

に絞り、直接語りかけることにより問題に対

する理解を深めてもらうことを目的に、小倉

南区保護司会とともに区内中学校で順次講演

会を開催しています。 

令和６年度は湯川中学校で開催しました。 

  問い合わせ：小倉南区役所 コミュニティ支援課 コミュニティ支援係 

ＴＥＬ：９５１－０２０１ 

 

７ 青少年の非行防止と健全育成 

青少年問題に関する啓発活動や講演会を行い、青少年の健全育成や非行防止に

ついて区民意識の高揚を図る活動を進めています。 

【主な支援内容】 

  ・生活安全パトロール隊の配置（各区校区の地域区民で組織） 

  ・北九州市少年補導委員の配置（各区中学校区ごとに２～３人委嘱） 

  ・啓発グッズの配布 など 

  問い合わせ：小倉南区役所 コミュニティ支援課 

コミュニティ支援係（生活安全パトロール）ＴＥＬ：９５１－０２０１ 

生涯学習係（その他） ＴＥＬ：９５１－４１１５ 
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 ８ 地域で見守りなどが必要な人を支えるいのちをつなぐネットワーク 

区民と行政の力を集結し、地域における既存のネットワークや見守りの仕組み

を結びつけ、支援を必要としている人が社会的に孤立することがないよう、地域

全体で見守りや必要なサービス等につなげていく取組みを進めます。 

また、分野を超えた支援を多機関協働で取り組む「重層的支援体制整備事業」

を実施し、体制の強化・充実を図ります。 

 問い合わせ：小倉南区役所 保健福祉課 いのちをつなぐネットワーク係  

ＴＥＬ：９５１－４１２４ 

 

９ 地域包括支援センターを中心とした認知症対策や介護予防の推進 

高齢者が住み慣れた地域で生活を続けられるよう、地域包括支援センターの保

健師、社会福祉士、主任ケアマネージャーといった専門スタッフが高齢者の保

健・医療・福祉・介護に関する幅広い相談に応じるとともに、認知症対策や介護

予防を推進します。 

【主な取組み】 

   小倉南区では、小倉南区役所・曽根出張所・両谷出張所の３か所に当該セン 

ターを設置 

問い合わせ：小倉南区役所 保健福祉課 地域包括支援センター担当係  

ＴＥＬ：９２３－７００２ 

 

１０ 小倉南区役所の市民課、国保年金課、高齢者・障害者相談コーナー、曽根

出張所における適正な窓口案内や待ち時間短縮等などを図るための専門スタッフ

による窓口案内サービスの実施（市民にやさしい窓口案内サービス） 

近年、高齢者や障害のある方などを対象とした事業の拡充が進み、手続きに必

要な時間が長くなる傾向にあります。 

そのため、区役所や出張所において、利用者の待ち時間の短縮やサービス向上

を図るため、案内専門のスタッフを配置し、丁寧で適正な案内を行うことで、円

滑に申請・取得ができるよう取り組みます。 

【主な取組み】 

・区役所市民課、国保年金課、区役所高齢者・障害者相談コーナーにおける手続

き窓口等の案内。 

・曽根出張所における手続き窓口等の案内。 

問い合わせ：小倉南区役所 総務企画課 庶務係 ＴＥＬ：９５１－４１１２ 

 

 

 



19 

 

 

１１ 地域の支え手の発掘や活動支援を行う地域支援コーディネーターの配置 

区役所に「地域支援コーディネーター」を配置し、福祉協力員等の身近な地域

での支え手の発掘や互助活動を支援するなど、地域包括ケアシステムの構築に向

けて地域の見守り・支え合いを強化します。 

問い合わせ：小倉南区役所 保健福祉課 いのちをつなぐネットワーク係  

ＴＥＬ：９５１－１０２６ 

 

１２ 市民センターなどを拠点とした健康づくりや食生活改善の推進 

市民センター等を拠点に、まちづくり協議会や健康づくり推進員、食生活改善

推進員協議会等による区民が主体的・自主的に取り組む健康づくりを支援しま

す。また推進員の研修等を行い、更なる技術の向上や正しい知識の普及・啓発を

図ります 

【主な取組み】 

  ・地域でＧＯ！ＧＯ! 健康づくり事業（小倉南区内では２４校区１地区実施） 

  ・ふれあい昼食交流会（小倉南区内市民センター）  など 

問い合わせ：小倉南区役所 保健福祉課 地域保健係 ＴＥＬ：９５１－４１２５ 

 

１３ 高血圧予防に向けた取り組み 

人生１００年時代を健康に過ごすために、小倉南区では「血管１００年宣言！

～みんなで防ごう高血圧ｉｎ小倉南～」のスローガンのもと、小倉南区の全世代

の地域住民に向け、高血圧予防の普及啓発に取り組みます。 

問い合わせ：小倉南区役所 保健福祉課 地域保健係 ＴＥＬ：９５１－４１２５ 

 

１４ 区民主体の防災活動の支援 

   市民の生命、身体及び財産を守るため、自然災害や大事故など、さまざまな危

機に対応するほか、危機管理体制の充実・強化に関する業務を行います。 

【主な取組み】 

  ・北九州市防災ガイドブックの配布、ハザードマップの閲覧（各区役所、市民セ

ンター） 

  ・ＤＩＧ（区民参加型災害図上訓練）、ＨＵＧ（避難所運営ゲーム）の実施など 

  問い合わせ：危機管理室 危機管理課 ＴＥＬ：５８２－２１１０ 
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１５ 小倉南区総合防災訓練の実施（住民主体の防災活動の支援） 

防災意識の醸成や地域で助け合う共助の風土づく

りなど、地域防災力の向上を図り、区民の自主的な

活動を支援するため、各地区の特性に合わせた災害

特性により、住民、市（区）、関係機関（警察や自

衛隊等）が連携して、「小倉南区総合防災訓練」を

実施しています。 

【主な取組み】 

問い合わせ：小倉南区役所 総務企画課 地域防災担当係 

ＴＥＬ：９５１－４１１２ 

 

１６ 災害発生時の総合相談窓口の設置 

一定規模の災害が起こったとき、応急対応が概ね終わった後、臨時的に「総合

相談窓口」を設置し、速やかに区民からの生活再建の相談を受けます。 

※「総合相談窓口」の設置基準 

原則として、「概ね５０件の被害があったとき」ですが、それ以下であって

も、小倉南区の判断で設置する場合があります。 

問い合わせ：小倉南区役所 総務企画課 地域防災担当係 

ＴＥＬ：９５１－４１１２ 

 

 

年度 想定災害 
災害想定対象校（地）区 

【直近の実施メイン校区】 

令和２年度 
【大雨】 

河川氾濫災害 

 沼 、横代、湯川、葛原、吉田、曽根、曽根東、

田原【Ｒ２．１１：沼】 

令和３年度 新型コロナ感染拡大の危惧により実施できず次年度に繰り越し  

令和４年度 
【台風】・【地震】 

高潮・津波災害 

吉田、沼、曽根、曽根東、朽網、東朽網、田原、

葛原【Ｈ２９．１１：曽根東】 

令和５年度 
【地震】 

小倉東断層地震 

城野、霧丘南、若園、横代、守恒、企救丘、志井、

東谷、高蔵【Ｒ１．１１：志井】 

令和６年度 
【大雨】 

河川氾濫災害 

城野、北方、徳力、広徳、志井、長行、長尾、中

谷、東谷【Ｈ２６．１１：北方】 

令和７年度 
【大雨】 

土砂災害 

徳力、合馬、湯川、葛原、貫、守恒、企救丘、長

行、長尾、東谷【Ｈ２８．１１：湯川】 

令和８年度 地震災害等 取組可能な校（地）区 

総合防災訓練の様子 

（令和５年度・東谷校区） 

tel:９５１－４１１２
tel:９５１－４１１２
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１７ 有害野生鳥獣（サル、イノシシ、シカ、アライグマなど）の被害防止対策

の推進 

サル、イノシシ、シカ、アライグマなどの有害野生鳥獣による農作物被害や市

街地への出没に対応するため、わな等による捕獲や追い払いのほか、区民からの

相談対応や啓発活動等に取り組みます。 

【主な取組み】 

  ・有害鳥獣対策専従職員の配置（区民の相談対応、出没地域の巡回） 

  ・アライグマ捕獲用わなの貸出 

  ・専用花火（動物用駆逐煙火）等を用いたサルの追い払い 

  ・箱わな（イノシシ）や大型捕獲オリ（サル）による野生鳥獣の捕獲 など 

問い合わせ：小倉南区役所 総務企画課 庶務係  ＴＥＬ：９５１－１０２４ 

        産業経済局 東部農政事務所 農産係 ＴＥＬ：９５１－１０２０ 

産業経済局 鳥獣被害対策課 イノシシ・サル対策係 

 ＴＥＬ：５８２－２２６９ 

 

１８ 自治会加入促進の取組み 

自治会は、「区民同士の心が通うまちにしたい」、「安全に暮らせるまちにした

い」「きれいなまちにしたい」など、様々な区民の思いの実現に向けて、区民自ら

が結成し、自主的な運営を行う団体であり、地域コミュニティづくりの中心的な担

い手です。 

多様な社会環境のなかで、区民主体の地域づくり・まちづくりを促進するため、

自治会の加入促進・脱会防止に取り組みます。 

【主な取組み】 

 ・各区自治連合会との協働 

 ・各区、校区の特性にあわせたＰＲ方法の検討 など 

問い合わせ：総務市民局 地域振興課 ＴＥＬ: ５８２－２１１１ 

 

１９ 町内自治会啓発・加入促進事業 

区役所内に自治会の役割等を紹介するポスターやＳＤＧｓ横断幕を設置する等、

来館者などに周知・ＰＲします。 

また加入促進を図るため、小倉南区に転入される方に、自治会加入案内チラシを

配布しています。 

問い合わせ：小倉南区役所 コミュニティ支援課 コミュニティ支援係 

ＴＥＬ：９５１－０２０１ 
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３ 小倉南区役所各課業務一覧 

 
階 課 業 務 内 容 

１ 

階 

市

民

課 

・住民票、戸籍の記録事項等証明 ・印鑑登録、証明 ・特別永住者証明書 

・マイナンバー（個人番号）カード・住民基本台帳カード  

・戸籍届出 ・学齢児童及び学齢生徒の住所の変更に伴う就学通知 

・住民異動（転入・転出届等） ・埋火葬の許可／火葬場の使用許可 

国
保
年
金
課 

・国民年金（被保険者資格の得喪、保険料の免除、学生納付特例、年金給付請

求） 

・国民健康保険（資格の得喪、異動、給付、保険料の賦課等） 

・後期高齢者医療（資格、給付、保険料） 

保
健
福
祉
課 

・地域包括支援センター ・介護予防ケアマネジメント 

・高齢者総合相談 ・介護保険 

・更生医療 ・指定難病 ・重度障害者医療 ・特別児童扶養手当 

・精神保健福祉の相談 ・養護老人ホーム 

・高齢者福祉サービス（あんしん通報システム、訪問給食、おむつ給付サービ

ス等） 

・障害福祉サービス（身体障害者、知的障害者、精神障害者） 

２ 

階 

保
健
福
祉
課 

・教育相談 ・母子相談 ・婦人相談 ・家庭児童相談 ・児童手当 

・児童扶養手当、災害遺児手当等 ・ひとり親家庭等医療等 ・子ども医療 

・未熟児養育医療 ・育成医療 ・小児慢性特定疾病 ・保育所等 

・母子健康手帳の交付 ・妊娠・出産に伴う費用助成（償還払い） 

・食品衛生協会小倉南支所 

・生活衛生（犬の登録、改葬申請、医療従事者等の免許申請・交付等、 

食品衛生等に係る申請・営業証明の交付等） 

・栄養相談 ・予防接種 ・肝炎治療助成  

・特定健診、がん検診など各種健康診査 ・健康相談（母子、成人、エイズ

等） 

・原爆医療等 ・いのちをつなぐネットワーク 

・民生委員、児童委員 ・長寿祝金、敬老行事補助金 ・年長者いこいの家 

・生活困窮者自立支援事業 ・住居確保給付金 ・地域支援コーディネーター 

保

護

課 

・生活保護（ケースワーカー相談）  

・扶助費支払 ・医療券交付 

・医療機関、介護機関届（生活保護）  

・新規相談、申請 
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階 課 業 務 内 容 

３ 

階 

 

総
務
企
画
課 

・文書管理 ・予算、決算、監査 ・南風ボランティアの会 

・現金、有価証券の出納、保管 ・公印管理 

 （市税等公金の収納）８：３０～９：００ １６：００～１７：００ 

 （公金支出手続き）８：３０～１５：００ 

・区長のスケジュール管理 ・翔南会 ・小倉南区議員協議会 ・庁舎管理 

・拾得物の管理 ・防火訓練 

・区災害対策部 ・光化学スモッグ等対策 ・情報公開請求 ・公示、告示 

・職場体験学習（インターンシップ） 

・人事、給与関係、安全衛生、衛生委員会 

・被服、財形、福利厚生団体窓口 ・出納職員の任免 

・小倉南区選挙管理委員会 ・国勢調査 ・明るい選挙推進協議会  

・指定統計その他各種統計 

・住居表示（新築等受付、プレート再交付、変更証明） 

・広報（市政だより区版、ホームページなど） ・交通安全運動の推進 

・交通共済の受付・相談 ・苦情、要望、各種相談 ・市政だより配送 

・自動車臨時運行許可（仮ナンバー）・ボランティア袋（ゴミ袋）の配布  

・出前講演 ・戦没者追悼式 ・旧軍人、軍属等の恩給・遺族年金等  

・鳥獣被害対策・ＮＰＯと区役所の協働 ・まちづくりステップアップ事業 

・小倉南区まちづくり方針、事業概要 ・小倉南区戦略会議に関すること 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援
課 

・生涯学習事業関係 ・自治総連合会、環境衛生協会総連合会 

・市民センター運営管理 ・青少年の育成活動 ・空き家対策  

・生涯学習ボランティアグループの支援 ・子育てサポーターの育成 

・文化祭関係 ・堀越キャンプ場 ・体育事業の実施 ・学校施設開放 

・市民センター講座関係 ・自治公民館（類似公民館） ・地域総括補助金 

・生活安全パトロール隊 ・献血推進協議会 ・防犯灯 ・日本赤十字社 

・社会を明るくする運動 ・被災者の援護（災害見舞金） ・つどいの家 

・共同募金（赤い羽根、歳末助け合い）  

・町内会の法人化 ・市政連絡事務（市政だよりの配布数） 

・子どもまつり ・地域イベントの支援 ・北九州の玄関クリーンアップ事業 

・絶滅危惧種（ガシャモク、シチメンソウ）保全活動の支援 

・まつりみなみ ・平尾台クロスカントリー ・平尾台野焼き 

・北九州・平尾台トレイルランニングレース 

・ひたひこウォーキング（春の中谷ウォーキング） 

税

務

課 

・所得額（課税・非課税）証明 ・納付書の交付 

・法人市民税申告事項証明 ・固定資産税評価証明 ・名寄帳の交付 

・納税証明 ・納税に関する一般相談  

・原動機付自転車の登録・廃車 ・原動機付自転車の標識の交付証明 

・普通徴収に係る個人の市民税の賦課、他都市からの課税照会 
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階 課 業 務 内 容 

４ 

階 

ま
ち
づ
く
り
整
備
課 

・軽微な工事の契約 ・公園の占用許可 ・屋外広告物 

・公園愛護会、河川ほたる愛護会 ・道路サポーター 

・公園の管理 ・河川（調整池）の管理 ・風致地区内行為 

・境界査定（道路、河川、水路の境界明示）  

・下水道管渠等の維持管理、修繕 

・道路（直轄国道（国道１０号）を除く）の維持、補修 

・自転車駐輪場 ・放置自転車の処理 ・放置自動車の処理 

・証明書、許可等（都市計画法に基づく開発許可、道路、水路、河川工事施行

承認及び占用許可など） 

・私道の舗装、手すり設置 ・私道、里道に係る下水道整備 

・水路（農業用水路除く）の維持管理、補修工事 

・公園施設の維持補修、街路樹等の植栽維持管理 

農
業
委
員
会
事
務
局
（
東
部
地
区
担
当) 

・農業委員会の庶務 

・農業委員会の予算及び経理 

・農地等の権利移動、転用の制限 

・農地等の利用関係の調整 

・農地のあっせん事業 

・現況証明、非農地証明 

・農地台帳（登載事項証明、農地関係統計） 

・農地賃借料情報 

・農業者年金   

・農地に係る相続税、贈与税の納税猶予に係る指導、適格者証明の発行 

・農業委員会だより 

東
部
農
政
事
務
所 

・農業用施設の維持、補修 ・林道の整備 ・農事奨励員、農事員 

・農産、園芸の指導、振興 ・水田農業の経営所得安定対策 

・農村、都市の交流（イベントの開催） ・農業の担い手育成 

・農振、農用地区域の変更手続 

・農業の有害鳥獣 ・農地中間管理事業（農地の貸借） 

・ファミリー農園、農業体験農園 ・むらづくりの支援 
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４ 小倉南区のみどころ 

（１）観光スポット 

【平尾台】 

平尾台は、日本三大カルストの一つで、国の天然記念物に指定されています。 

標高３００～７００メートル、南北６キロメートル、東西２キロメートルにわたり、

石灰岩が散在する様子は、草原で遊ぶ羊の群れを思わせます（羊群原）。 

春の野焼き、夏の新緑、秋のススキ野、冬の雪化粧など四季の美しい変化を楽し

めます。さらには、全国の規模のクロスカントリーやトレイルランニングレースな

どのスポーツ大会も開催され、ほかでは味わえない変化に富んだコースを走るこ

とができます。 

 

【ソラランド平尾台（平尾台自然の郷）】 

   平尾台の自然に親しみ、遊びと学びが体験できる施設です。広大な園内には、

芝生広場や展望台、キャンプ場、パークゴルフ場、そば打ちなどの体験ができる

工房などがあり、一日中のびのびと過ごすことができます。 

 

【平尾台自然観察センター】 

平尾台に生息する動植物や地形、ハイキングコースなどを、ハイビジョン映像や

ジオラマ模型、パソコン検索などで分かりやすく紹介しています。 

  ※令和７年５月１７日（土）リニューアルオープン。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

平尾台の羊群原 鍾乳洞 

平尾台自然観察センター ソラランド平尾台（平尾台自然の郷） 
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【合馬竹林公園】 

  合馬竹林公園（展示館）は、初夏にはホタルが飛び交

う合馬川のほとり、良品なタケノコの産地で有名な小倉

南区合馬にあります。竹は古くから日本人の生活と密接

な関係のある植物で、鑑賞用はもとより、食用、建築用、

工芸用、楽器用、玩具用まで幅広く利用されています。 

また１日に１メートル以上伸びる旺盛な生命力から、

文学上でも「竹取物語」はもちろん、「古事記」「日本

書紀」のなかにも竹にまつわる伝説がいくつもあります。

展示館で、竹の世界を学び、約150種類の竹・笹類がある

見本園を散策するなど、いろいろな楽しみ方があります。 

 

【菅生の滝】 

   菅生の滝は、市内で落差最大の滝です。紫川の上流、

道原の国有林内にあり、水源は福智山から発しています。

上部の滝が最も高く、落差が約３０ｍもあります。 

   ここの地名「菅生：すがお」のいわれは、滝のしぶき

の勢いに女性の化粧も落ちて「素顔」になってしまうか

らだという説もあります。緑の木かげが美しい菅生の滝。

夏は子どもたちの渓流遊びの場にぴったりです。 

 

  

【春吉の眼鏡橋】 

大正８年（１９１９年）に建設された市

内唯一の石造二連アーチ橋です。左右対称

の美しいアーチ型が周辺の里山と調和が

とれており、美しい風景を作り出していま

す。 

 

 

 

 

 

  

合馬竹林公園 

菅生の滝 

春吉の眼鏡橋 
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【昭和池】 

昭和９年（１９３４年）の干ばつを機に、                 

県・国に対して貯水池築造の運動が展開され、

昭和１４年（１９３９年）工事に着手、戦争中

の物資難の中、昭和１９年（１９４４年）に完

成しました。 

貯水量は７６万トン。池の周辺には、約１，                

２００本の桜の木が植えられており、多くの市

民に親しまれています。 

 

【曽根干潟】 

 曽根干潟は、市内最大の５１７haの広さで、みずほ 

PayPayドーム福岡のおよそ３０個分にあたります。潮が 

引くと、沖にある間島まで歩いて渡ることができます。 

 干潟には、シオマネキや絶滅が心配されているカブト 

ガニなど多くの種類の生きものが暮らしています。 

 また、世界的にも数が少なくなっているズグロカモメ 

など、渡り鳥を観察することもできます。 

                                  

 

【長野緑地】 

長野緑地は、「自然と人を育む、体験・交流公園」を   

テーマに、体験学習、健やか交流、環境保全の３つのゾー

ンを設け、広域交流拠点として整備された公園です。      

園内には幼児団体の宿泊や日帰り遠足に利用できる施設

「もりのいえ」や子どもたちに大人気の大型コンビネーシ

ョン遊具、全国最大規模の山城といわれる長野城址などが

あります。 

 

 

【アドベンチャープール】  

夏季限定のアドベンチャープールは、波のプール

やウォータースライダーなど６つの個性的なプール

を備えた、子どもから大人まで楽しめるレジャース

ポットです。 

  ※スライダープールについては、施設老朽化のため整備中。利 

用再開時期は未定。 

 

 

昭和池公園 

曽根干潟 

長野緑地 

アドベンチャープール 
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【花農丘公園（総合農事センター）】 

 平成３０年４月から主に公園として利用

されている区域については指定管理者制度

が導入され、「農業を知り、自然にふれ、市

民が笑顔になる公園」として、バラ園や梅園、

日本庭園に加え、野外バーベキュー場やドッ

グランなど、新たな取組みを行っています。 

さらに毎年１１月には、北九州市を代表す

る海の幸、山の幸に加え、鹿児島県南九州市

や、岩手県釜石市の特産品が大集合する「農林水産まつり」が開催されます。 

 

【小倉南図書館】 

   隣接する公園との連続性を活かした図書館レイアウトとなっており、館内だけ

ではなく、屋外でも読書活動が行える多様な読書環境を創出（玄関前テラス・屋

上テラス）しています。セミナー室（約１００席）は地区図書館では最大です。 

○開設 

平成３０年３月３０日 

○施設概要 

  ・敷地面積：約２，４００㎡ 

（若園四丁目公園と小倉南特別支 

援学校の一部） 

  ・延床面積：約２，５００㎡ 

（地上３階建て） 

  ・蔵書能力：約２５万冊 

  ・駐車台数：２６台 

〇管理方法 

 指定管理（日本施設協会・図書館 

流通センター共同事業体） 

〇郷土資料室～藤田哲也博士紹介 

地元からの要望により、世界的な気象学の権威  

である藤田哲也博士を顕彰するコーナーを設置 

   ・胸像（藤田哲也博士を顕彰する会 寄贈） 

   ・紹介パネル（小倉南区役所製作） 

   ・研究資料（遺族寄贈） 

   ・関係図書（藤田哲也博士記念会 寄贈） 

〇郷土資料室～小倉南区の伝統芸能・史跡紹介 

 

  

花農丘公園（総合農事センター） 

小倉南図書館 正面 

藤田哲也博士胸像 
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（２）食の魅力 

 

合馬たけのこ  

 合馬地区は、粘土質の赤土があり、たけのこの生産

に適しています。そのため、この地区で収穫されるた

けのこは、アクが少なく、風味豊かでやわらかく、新

鮮なものは刺身（生）でも食べられます。 

地元のほか、関西でも評判が高く、高級料亭などで

も使われています。 

 

豊前海一粒かき  

 広大な曽根干潟から栄養分の多い植物プランクト

ンが流れ込む豊前海で育ち、一つ一つ丁寧に磨かれ、

厳格な衛生基準をクリアしたものだけが「豊前海一

粒かき」として出荷されます。 

「豊前海一粒かき」は、成長が早く、大粒で身入り

が良いのが特徴で、殻いっぱいに詰まったふっくら

とした濃厚な身は、「海のミルク」にふさわしい一品

です。 

小倉牛  

 小倉南区の自然の中で丹念に育てられる黒毛和牛

です。生後８ヶ月前後から約２０ヶ月の間、一頭一頭

丁寧に育て、その中から、鮮やかな霜降り、美しいツ

ヤなど、厳しい肉質検査を経て厳選したものが『小倉

牛』と認定されます。 

旨みたっぷりの肉汁、舌の上でとろける柔らかさ、

きめ細やかな絶妙な感触が小倉牛の特徴です。 

うまかろーま（大葉春菊）  

 

 

 

 

 

 

 

北九州でしか食べられないヘルシー野菜で、その

ほとんどが小倉南区で生産されています。葉のきざ

みがなく、丸い葉っぱが特徴で、やわらかく、アクが

少なく、やさしい味です。鍋はもちろん、サラダにし

ても美味しく食べられます。 

 令和６年１１月に「うまかろーま🄬」としてリニュ

ーアルされました。 

  



30 

 

豊前本ガニ  

 ガザミ、ワタリガニとも言われ、豊前海北部で捕れ

るものを「豊前本ガニ」と呼んでいます。特に秋のも

のはおいしく、絹のような滑らかな身質で、ミソは濃

厚な旨味を持っています。 

ゆでた身を二杯酢で食べるのが一般的で、鍋や味

噌汁に入れてもおいしく、また、肝臓と卵（内子）が

入った甲羅に熱い酒を入れた甲羅酒も美味です。 

合馬七草  

 小倉南区三岳地区では、有機質を入れた土づくり

や減農薬などにこだわって育てた合馬（おうま）七草

を生産しています。 

毎年生産数を増やし、地元ＪＡをはじめ市内デパ

ート、一部は東京にも出荷するなど販路拡大中です。

新年の疲れた胃を休め、栄養補う七草粥には、「合馬

七草」がおすすめです。 

たけのこ焼酎  

  

 

 

 

 

 

 

合馬産たけのこを原料とした限定焼酎です。福岡

県八女市の高橋商店（繁桝）が製造しており、令和４

年に誕生しました。大吟醸酒粕焼酎にたけのこの風

味がふわっと香るのが特徴で、吟醸香に似たさわや

かな香りとすっきりとした口あたりが楽しめます。 

平尾台ワイン  

 

 

 

 

 

 

 

日本有数のカルスト台地平尾台の土壌や気候で育

てられたぶどうを使い、個性的な味わいを表現した

ワインです。「ドメーヌ・ル・ミヤキ」という名前で

ぶどう栽培から醸造まで一貫して行われています。 

オーナーのソムリエ宮木秀和氏は約２０年前に訪

れた仏・ボルドーのぶどう畑を見て「平尾台にぶどう

畑を作ってワインを造りたい」という思いに駆られ、

平成２０年にぶどう栽培を開始。現在は６種類のワ

インを製造しています。 

 

 

http://www.jimoto1ban.jp/blog/?p=1751
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（３）伝統芸能 

 

●井手浦の尻振り祭（１月８日） 

その昔、出雲の国(現在の島根県)で   

八岐大蛇(ヤマタノオロチ)が退治され

たとき、尻尾が平尾台の麓の井手浦ま

で飛んできて、その年は稀にみる大豊

作になったという伝説に因んだ祭りで

す。 

お尻を大きく振るほど豊作になると

いわれ、「（尻を）もっと振れ」の掛

け声が飛ぶ楽しい祭りです。 

 

 

●貫のお祓い（３月の最終日曜日） 

元和５年（１６１９年）、時の小倉 

藩主、細川忠興が宇佐八幡宮の放生会

を復活させた際、鈴石（すずいわ）八幡

宮（後に荘八幡神社に改称）で、武運長

久・五穀豊穣を祈念して“大祓い”の

大祭を斎行しました。 

それが現在「貫のお祓い」として行わ

れています。 

 

 

 

●沼楽（５月３日）【県指定無形民俗文化財】 

豊作、除疫を祈願する太鼓踊りとして

江戸時代から伝承されているものです。 

沼楽の踊りは半楽の形式で楽庄屋１、  

言上１、杖２、笛４、鉦５、うちわ２、

太鼓１２の２７人で構成され、演舞は

杖使いの打ち合いから始まり、言上が

終わってから１２種類の太鼓踊りが行

われ、はじめの８演目は輪踊り、後の４

演目は横隊となって踊ります。 
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●曽根の神幸行事〈開作神事〉（５月３日）【市指定無形民俗文化財】 

文政２年（１８１９年）暴風雨により   

未曾有の被害を受けた曽根新田の鎮守

として、綿都美神社を造営し、五穀豊

穣・風鎮汐留祈願の大祭を行ったこと

が始まりとされています。 

１台の山が提灯山、幟山、人形飾山へ

と三様に変化する形式を持つ市内唯一

の祭礼です。 

 

 

 

 

●能行の盆踊（８月１６日）【市指定無形民俗文化財】 

 

踊り輪の中心に太鼓を据え、音頭取り

の口説き歌に合わせ、輪踊りをします。 

弓を引く格好の手振りが特徴で、「ユ

ミヒキ踊」とも呼ばれています。 

口説歌の「能行口説き」は、天保６年

（１８３５年）２月２１日能行村で実

際に行ったお千代と儀平の心中事件を

素材に作詞され、旧企救郡の代表的な

口説き歌となりました。 

 

 

●合馬神楽（９月下旬）【市指定無形民俗文化財】 

合馬天疫神社の秋祭りに奉納される

豊前岩戸神楽です。芸態は、横代神楽と

同じ京都郡系神楽で舞振りの流麗さを

特徴としています。 

神楽の奉納は「おこもり」から始まり、

米まき、手草、奉幣、御福、花神楽、五

行、四つ鬼、岬鬼、網岬鬼、天岩戸開き、

折敷、三本剣、田鋤、木登り、鯛釣り、

湯立ての１６演目で約２時間の舞いに

なります。 
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●横代神楽（１０月８日）【国指定重要無形民俗文化財（豊前神楽の一つとして）】 

元和３年（１６１７年）創始と伝えら

れる高倉八幡神社の神楽。 

明治１６年頃、上横代地区の人たち

が京都郡系の神楽を習得し、高倉神社

の氏子でつくる横代神楽講社として子

孫が継承している。「米まき」などの舞

神楽、「岩戸開き」などの面神楽、座興

的な「鯛釣り」、湯立て神楽の「湯立て」

の１７種目が伝えられています。 

 

 

 

●葛原新町楽【市指定無形民俗文化財】 

葛原八幡神社の秋祭りに行われる疫

病退散の太鼓祭りです。 

江戸時代から伝わっていましたが、

昭和３０年から一時途絶え、昭和５１

年に復活しました。太鼓打ちは半楽の

１２人、言上１人、うちわ持ち２人、笛・

鉦数人の総勢２０人余りの太鼓踊りで

す。 

※現在、実施されていません。 

                      

 

 

🔴しびきせ祭（１２月１５日） 

源平合戦で敗れた平家の一門が安徳

天皇は入水したと偽り、安住の地を求

め、隠蓑の里にさしかかった時、源氏の

追手が迫っているのを知った里人がワ

ラの中に安徳天皇を匿い、追っての目

をくらますことができたという伝説に

ちなんでいる小倉南区隠蓑の里に古く

から伝わる祭りです。 

※現在、一般公開されていません。 
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●道原楽【県指定無形民俗文化財】 

紫川の上流、菅生の滝に近い道原地

区に古くから伝わる太鼓踊り。雨ごい

祈願のため、天明７年（１７８７年）以

来、今日まで２０数回しか踊られてい

ません。 

楽打は田植え踊りの田楽に風流や念

仏踊りが加わったものと言われていま

す。道原楽は一子相伝、村外不出で村

のしきたりがあればこそ続いてきた伝

統の儀式です。 

※現在、実施されていません。 

 

●石田楽【県指定無形民族文化財】 

白と黒を基調にした服装の２５人に

よる太鼓踊りです。 

太鼓打ちが背に負う小幡には「仰神

威祈雨」、ウチワの表に「雨」裏に「楽」

と大書きしており、雨ごいの楽である

ことがわかります。 

※現在、実施されていません。 
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（４）イベントカレンダー（令和７年度） 

 

月 行 事 名 

４月 
春の交通安全運動  

北九州・平尾台トレイルランニングレース 

５月 

沼楽(県指定無形民俗文化財)  

曽根の神幸行事(開作神事)(市指定無形民俗文化財)   

ハ坂神社の例大祭(祇園祭)  

小倉北区・南区合同碑前式 

６月 小倉南区ボランティアフェスタ 

７月 平尾台観光まつり 

８月 

北九州の玄関クリーンアップ一斉清掃 

能行の盆踊(市指定無形民俗文化財) 

まつりみなみ  

お糸まつり 

９月 

合馬神楽(市指定無形民俗文化財) 

小倉南区年長者・障害(児)者作品展 

秋の交通安全運動 

子どもまつり 

１０月 

横代神楽(国指定重要無形民俗文化財) 

地域安全・暴力追放運動小倉南区民大会 

葛原新町楽(市指定無形民俗文化財)※令和４年より休止中 

１１月 小倉南区総合防災訓練 

１２月 
北九州の玄関クリーンアップ一斉清掃 

しびきせ祭 

１月 井手浦の尻振り祭 

２月 平尾台野焼き 

３月 

北九州空港開港記念一斉清掃 

平尾台クロスカントリー 

貫のお祓い 
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６ 資料編 

■小倉南区の指定文化財（令和７年５月現在） 

区分 指定 文化財 数 

有形文化財 

建造物 【市指定】 
大興善寺 山門・舎利殿 
蒲生ハ幡神社 本殿、幣殿 附 拝殿 

２ 

絵画 【市指定】 絹本墨画布袋図(開善寺) １ 

彫刻 

【県指定】 
木造釈迦如来立像(大興善寺) 
木造金剛力士像(大興善寺) 
木造如意輪観音坐像(大興善寺) 

６ 

【市指定】 

木造阿弥陀如来坐像(西専寺) 
木造阿弥陀如来坐像(宗光寺・市立自然史・歴
史博物館寄託) 
銅造阿弥陀如来立像(称名院) 

工芸品 

【県指定】 
梵鐘(芝津神社)   
梵鐘(法円寺) 

４ 

【市指定】 
銅製鰐ロ(西大野八幡神社)  
銅製鰐ロ(大清水神社)  

考古資料 

【国指定】 銅矛(重留遺跡出土) 

７ 

【市指定】 

康永二年銘自然石梵字板碑〔升塚〕(貴布祢神社) 
銅弋(護念寺) 
鐸形土製品（北方遺跡出土） 
長野角屋敷遺跡出土木簡 
朽網南塚遺跡出土木簡 
重留遺跡出土鍛冶工房跡 

民俗文化財 

有形民俗文化財 【県指定】 堀越の十三塚 １ 

無形民俗文化財 

【国指定】 
豊前神楽(市内の横代・大積・合馬の各神楽を含

む34団体の総体として) 

９ 

【県指定】 
道原楽   
石田楽   
沼楽 

【市指定】 

合馬神楽 
葛原新町楽 
能行の盆踊 
曽根の神幸行事（開作神事） 
横代神楽 

記念物 

史跡 
【県指定】 

重留遺跡(重住) 
曽根古墳群 
城野遺跡 ４ 

【市指定】 春吉の眼鏡橋 

天然記念物 

【国指定】 
千仏鍾乳洞 
平尾台 

５ 

【県指定】 
大山祗神社の公孫樹(呼野) 
三岳のチシャノキ(辻三)  
満干の潮（頂吉） 

計  ３９ 

 



37 

 

■区の人口比較 

＜政策局総務部総務課資料「北九州市推計人口」より＞      令和７年４月１日現在 

 

■平均年齢比較 

＜政策局総務部総務課資料「北九州市の人口（町別）より」＞  令和７年３月３１日現在 
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■各区の高齢者人口・高齢化率比較 

＜政策局総務部総務課資料「北九州市の人口（町別）」より＞    令和７年３月３１日現在 

  

■小倉南区の年齢別人口比較 

＜政策局総務部総務課資料「北九州市の人口（町別）」より＞    令和７年３月３１日現在 
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■面積比較 

＜政策局総務部総務課資料「市域面積の推移」より＞      令和６年１０月１日現在 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位：㎢ 

全市 門司区 小倉北区 小倉南区 若松区 八幡東区 八幡西区 戸畑区 

４９２．５０ 73.６６ 39.23 171.５１ 72.１0 36.26 83.13 16.61 

 

 

■小倉南区の土地利用状況 

＜建築都市局都市計画課「土地利用現況調査」より＞     令和４年３月３１日現在 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位：㎢ 

面積 商業用地 工業用地 宅地 森林 その他(田・道路など) 

171.５１ 2.9２ ２．２６ 17.７３ 9５.７3 5２．８８ 
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